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十三湖土地改良区が主催する、十三湖周辺地域の小学校を対象とした農業水利施設見学会「水と大地の探

検隊」が開催されました。金木支署も参加し、「森林と水」の関わりについての説明と実験を行いました。

「森林は雨水を蓄えてきれいにするはたらきがある」という説明の後、３種類の土に水を流す実験の中で、

水がどのように流れるかを確認することにより、水源としての働きを実感した生徒が多く見られました。

１０月１日の小泊小学校の森林教室には、西北地域県民局の職員の協力を得て、青森県のマスコットキャ

ラクターである「決め手くん」が小学生の前に登場してくれました。県民局の職員からスギの木の説明後、

小学生1人ひとりに決め手くんからスギのコースターのプレゼントがあり、児童のみなさんにとっても印象

に残る時間になったのではないかと思います。

「水と大地の探検隊」

(9.13)つがる市立車力小学校

(9.21)中泊町立薄市小学校

(9.28)中泊町立武田小学校・中里小学校

(10.1)中泊町立小泊小学校

 



津軽森林管理署金木支署 担当：三橋

☎０１７３－５３－３１１５ ＦＡＸ０１７３－５３－３１９７

今年度も、１０月１０日（水）～１２日（金）の３日間、五所川原農林高校森林科学科の２年生１５名が金

木支署へインターンシップに訪れました。

生徒たちは現場へ出向き、製品生産事業や治山工事の現場を見学したり、輪尺などを使用した林分調査や下

刈体験などの実務を行いました。また、室内では取り木苗の作製や路網計画策定の演習なども行いました。

五農高生徒によるインターンシップ

３日間という短い期間のインターン

シップでしたが、参加した高校生たち

にはこの実務・実習での経験を今後の

学習や進路に生かせてもらえるような

有意義なものとなれば、大きな喜びに

思います。

今後、五農生の皆様がご活躍される

ことを期待しております。

３日間お疲れ様でした！


